
 

 

 

 

 

大介さんの様子を作業所とホームで生活を共にしている仲間の人たちに聞いてみました。 

 

小川さん：大介さんは、いつも二コーと笑っている。お散歩とか西ヶ谷で走っている。 

柴田さん：朝、仕事の打ち合わせのとき、斎藤くんと一緒に待ってる。散歩に行く時は、 

その前から、すごく興奮していて、みんなと楽しそうに行ってる。だから、  

私もみんなと楽しそうに「いってらっしゃーい」と言って毎日見送っている。  

土曜日、家に帰るときは、お母さんが迎えに来ると、車椅子に乗ったまま、  

すごく興奮している。 

田浦さん：今、すまいのつどいで一緒に生活している。斎藤くんはスポーツが 

好きなので、今はテレビで相撲を観てるけど…終わってしまうと、 

またしばらくずっと寂しいなと思う。僕とは、プロレスを実際に観に 

行くけどね。 

青野さん：良い所は、ぼくと仲の良いところ。 
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ＡＪＵ  ラルシュ・かなの家  低料第三種郵便承認  2018/6/19 

「かなの家インタビュー」 ～ 斎藤 大介さん ～ 

一日も忘れることはなく          木田 佳代子 

 

 
私がかなの家に来させてもらうようになってから、いつの間にかずいぶん長い日々が経

ち、私の受け持たせていただいたグループの人達、なかでも女性の仲間達にはどの人にも

姉妹のような親しさを感じていました。 

そんな折に帯状疱疹を患い病院通いもしましたが、なかなか快復することなく頭の痛み

も辛くなり、やむなく休ませていただく決意をしました。でも、かなの家の仲間達の事を

一日も忘れることはありませんでした。 

 

これからも少しずつ体調を見ながらかなの家に来させていただき、仲間達との時間 

を持たせていただける事はとてもありがたく、私にとって何より幸せなことです。 

早速送っていただき感謝しています。まさいちさんの絵ハガキは心がこもって、すばらしいですね。             

                   ― 東京都練馬区 ○○○瑞穂様 －   （2016・5・7） 

長い間、一緒に歩いた美佳さんと 

春のお祝い、アシスタントと   

大介さんお得意のシュプレヒコール！ 

かなの家にお世話になって 15年、ホームには 9年になります。大介には、皆で食卓を囲み、そこに誰かが欠け

ると寂しいと感じる「家庭」に在って欲しいと願いました。願いは叶っていると思います。 

週末は家でわがまま放題、嬉しそうですが、長くなるとつまらない様子・・精神的に自立してきていることを 

感じます。                       －お母さまからコメントをいただきました。－ 



かなの家まどい（福祉サービス事業所）のクローズアップ   

～めぐみ（生活介護）とだいち（就労継続支援）を散策する～ 

 

めぐみ その 1 

めぐみの午前中の活動は、西ヶ谷運動場への散歩です。西ヶ谷に着く

と一休みして運動場の外周コースを歩いたり走ったりしています。ＧＷ、

正月休み明けの初日、アシスタントはゆっくりして動きはじめたいんで

すが、なかまたちは休む間もなく歩き始めたり、走り始めます。普段は

声掛けしてもなかなか動き始めない、なかままでもガンガン歩き始めま

す。 

みんな西ヶ谷運動場（＊1）が大好きです。    （田邊 豊） 

 

 

 

 

 

めぐみ その 2 

毎週木曜日の午前は音楽・ダンス活動です。楽器と歌でリズムを取って楽しんで集中する際の心理的、生理的な

効果を応用して心身の健康の向上を目指します。4 月ブラジルダンス「Forro・フォホー」の先生達がきてくれま

した。音楽に合わせて楽器やダンスでエネルギッシュに表現するなかまの笑顔は賜物です。  （杉山 春子） 

 

 

 

 

 

 

 

めぐみ その 3  ～配達の働き～ 

かなの家の大切な仕事の一つに“配達”があります。 

かなの家の“なかま”が地域の人たちと出会う場でもあり

ます。かなの家の看板は、“なかまたち”一人ひとりです。  

その“なかまたち”が力を合わせて作った“かなの石鹸”

と、かなの家の看板である“なかま”の賜物をお届けするこ

と、それが配達の仕事です。       （湯浅 隆昌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊1 静岡市西ヶ谷総合運動場 

かなの家まどいから徒歩で約 30 分。陸上競技場外周に整備され

たジョギングコースを走ったり、歩いたり、座り込んだり‥。 

毎年 2月のサッカー大会も、一昨年からここを利用している。 

春の訪れと共に修道院の桜の花が咲き、そよ風と共に花ビラが庭一面に小躍りしながら舞い落ち、 

木々もようやくみどりの葉がのび始めました。 皆様のご奉仕の上に神様の祝福をお祈りしつつ！！           

                    ― 北海道 ○○○○○修道院 様 －   （2016・5・13） 



だいちその 1  ― はたけと水田 － 

６月の畑は、田植えも終わって、小さな苗が気持ちよさそうに

風に揺れています。長い冬を過ごしてきた、エンドウも玉ねぎも

空豆も姿を消して、主役は夏野菜へと移っていきます。 

ひっそりと咲くうすむらさきのなすの花。かわいい黄色のトマ

トの花。ちっちゃな白いインゲンの花。去年はキュウリが山のよ

うに採れて、毎日、暑い暑いと言いながらお昼ご飯にたくさん食

べました。冷えたスイカもかなの家の食卓をにぎやかにしてくれ

たっけ。 

畑に出ていると、見知らぬ道行く人が声をかけてくれます。「今日も暑いですね」

「頑張ってください」ジャガイモ堀りをしていれば、「たくさんとれましたねえ」 

小学生が「こんにちわ」と通り過ぎます。地域の人に見守られながら、私たちは畑で

仕事をしているんだなと感じられる時間です。 

明日は、落花生の苗を定植しましょう。秋には、塩茹で落花生になり、かなの家祭

りには煮豆になってみんなを楽しませてくれます。サツマイモも豊作になるといいな。仲間の人たちは、まじめ

にそれぞれの持つ力で畑と田の作業に取り組んでいます。これから、草取りと水やりの日々が始まります。        

（林 佐知子） 

だいちその 2  ― ラルシュかなの家石鹸工場 － 

教皇フランシスコが 2015 年に全世界の人々に向けて出された回勅

「ラウダート・シ」では、私たちが住むこの地球を母なる大地、ともに暮

らす家として表現され、私たち人類が大切にしなければならないと語られ

ています。教会や人類の歴史の中で立場の弱い人だけでなく自然に対して

も虐げてきた歴史があります。このことに心を痛め、反省し、次の世代に

美しい自然や環境を残していく課題が私たちにはあるのでしょう。 

ラルシュかなの家の石鹸（特に粉せっけん！）は環境や人に優し

い石鹸です。かなの家の石鹸を使ってくださる方は、自然や人に対

して慈しみのこころを持たれているのではないでしょうか。皆様の

慈しみのこころに支えられて、かなの家の石鹸は作られています。

これからも皆様に感謝しながら、美しい自然を残していけるように

石鹸作りを頑張っていきます。 

今後ともどうぞよろしくお願いします。    （佐藤 啓） 

だいちその 3  ― かなせっけん発送所 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になっています。やさしいせっけんにかえてから肌の調子がいいです。 

ゆうこちゃん お手紙ありがとうございます。 ♡ ♡ ♡       

                   ― 神戸市垂水区  ○○ 俊子 様 － （2017・4・18） 

工場で仲間の作った石鹸各種は、ここで削り、整形、小分け袋詰め、シーラー止め、

検品、ラベル張りなどの様々な工程を経て在庫品となり、皆様からのご注文によって

全国へ発送いたします。現在、北は北海道旭川市から南は沖縄県那覇市まで、環境と

人にやさしい手作り石けんと、かなの家の熱いこころをお送りしています。 

（林 健二） 



愛されていると感じ、あるがままの自分が評価され、信頼と愛を感じられるとき、   

その人の心の深みが養われる。 

～ジャン・バニエ『コミュニティー ゆるしと祝祭の場』p297～ 

 

 

「あなたの存在そのものが OK」という承認が得られるとき、心からの安らぎ

と充足を得ることができます。そこから、自分らしく物事に取り組むための

新たな活力もやってきます。かなの家での滞在を通して学びました。                  

川﨑 真奈（かわさき まな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1994年、京都で牧師家庭に生まれ育ちました。 一時期静岡に住んでいたこともあり、そのつながりを通して

今年の 2～3月に 3週間、かなの家に滞在しました。 現在、大阪市立大学の大学院生です。存在承認の居場所

づくり・共生社会のあり方をテーマに、研究を進めています。 ― 真奈さんにプロフィールを頼みました ー 

  

― 新人紹介 ― 

家庭のアシスタント 

松村 岳史 （まつむら たかし） 

 
はじめまして諏訪繁と申します。 

2003年の夏ころに、足久保で作業をしていた時にお邪魔したことが

あります。その日の夜は政一さん仁さん安一さんの住まいで一泊しま

した。安一さんとは度々、信仰と光のキャンプなどでお目にかかって

いました。政一さんと仁さんは私が体験の時に 

「おぼえてますか」と言ったら覚えて下さってい 

ました。なかまの皆さんとアシスタントの皆さん 

とボランティアの皆さんと、生活を共に過ごして 

いきたいと思います。 

家庭のアシスタント 

諏訪 繁 （すわ しげる） 

続 アシスタントな ひとこま その 4 

 

こんなに無口になることがあるのかとび

っくりします。いつものなかまとはちがう

すがたを見られるとき、なぜか幸せな感じ

がします。 

（豊・ゆたか） 

 

今回はなかまの日中の仕事の様子をお

伝えしようと思います。普段はおちゃら

けているなかまですが、せっけん工場、

作業所でのせっけん加工や内職作業、紙

すき作業、畑でのなかまは話しをしない

で集中し、作業に没頭しているすがた

は、まるで別人のようです。 

はじめまして。松村岳史です。 

まどいのお手伝いを 1月から始め、3月から、すまいの日常の一コマ

に、交えて頂いています。ラルシュでの日々が、多くの人によって繋

がれ、守られていることを、強く感じます。その暮らしと想いに、少

しでも寄り添うように、過ごせたらと思っています。 



２０１８年 ラルシュ・リトリートのご案内 

 

日々の暮らしを離れて心の声に耳を澄ませ、神様の呼びかけをきく４日間です。 

日時       2018年9月2１日（金）～9月2４日（振休） ３泊４日 

場所       神奈川県丹沢 

参加費     ２８，０００円 

申込締切    ８月３１日（金） 

お問い合     ラルシュかなの家（リトリート運営チーム） 

わせ先      ｔel   054-206-0830  fax 054-294-8070  

email   larchekana@s9.dion.ne.jp 

 

ラルシュ・アジアフォーメーションの報告 

 

2018 年 5 月 7 日～12 日、裾野にある黙想の家で行われたラルシュアジアフォーメーション（研修会）に参加しました。 

講師はラルシュインターナショナルの養成責任者のクリスティーンと、アジア・アフリカ・南米地域の責任者であるゾエ

ル。そして、フォーメーションの運営をまとめたのがアジア地域担当（エンボイ）のスウェンです。 

参加したグループは、アジアのラルシュであるフィリピンのラルシュプンラ、日本のラルシュかなの家の他に、日本から、

名古屋、千葉のラルシュと共に歩んでいるグループ。北海道、横浜からラルシュに興味のある人たち。また、エーザイ株式会

社からも参加してくれる方々がいました。韓国のラルシュシードグループから来てくれたソンヨンとは、昔からのかなの家の

友人です。 

ラルシュではないですが、ラルシュとジャンバニエの考えに共感するグループがアジアから集まってくれました。障がいの

ある人への支援する団体である台湾のディランセンター、香港のロックファンデーション、中国のフイリンセンター、中国の

徳蘭センター。台湾のディランセンターには田浦実さん、野村安一さん、シミさんが 2018 年 1 月に訪れ交流しています。 

フォーメーションで話されたことは、おもにラルシュの価値です。 

ラルシュの大切にする、「寛容」「専門性」「相互性」「アウトリーチ」この 4 つについて各グループで話し合い発表し、

お互いに分かち合う作業をしました。ラルシュコミュニティではなくとも、ラルシュの中心である「相互関係」（友になるこ

と）について、アジアの文化をもとにして、ここまで話し合えたことは、今までなかったと思います。 

対話をとおして、アジアの共通する感覚と、また、違いである多様性があることをこのフォーメーションで実際に感じるこ

とができました。知的障がいのある人との相互関係を大切にするラルシュのスピリットがあるからこそ、この交流が可能にな

り、アジアの隣人と出会うことができたと感じます。 

洗足式もしました。洗足のメッセージはラルシュ生活において重要な意味を持っています。仕えあうこと、足を他人に洗っ

てもらうこと、愛されることを受け入れること。 

フォーメーションの後半でお祝いをしました。ラルシュにとって、お祝いは大事です。それぞれのアイデンティティを分か

ち合えば、すばらしいお祝いを創ることができると知りました。アジアには豊かさ、多様性があります。（+イタリア、ベルギ

ー、カナダ、フランス、イギリスの文化） 

歴史、民族、宗教、風土、それぞれのアイデンティティが違っていて美しく、それぞれが「自分らしさ」を与えることによ

ってできる、創造的なお祝いを体験することができました。これは、ラルシュかなの家の誕生会で、なかまがお祝いのメッセ

ージを贈る場面と同じです。つらい状況にあるにもかかわらず、誕生会を大事にしているシリアのラルシュ、アルサフィナも

同じです。 

島田恵子さんが、アジアの参加者に向けて、日本に来て出会えたことへの感謝の意を伝えました。それに対し、中国の徳蘭

センターのシスターが迎えてくれたことへの感謝を伝えるという対話がありました。それぞれの国で歴史や背景があります

が、兄弟姉妹と呼び合えたことに感謝です。 これからも共に旅ができることを願います。         （言・げん） 

mailto:larchekana@s9.dion.ne.jp


＜ご支援のお願い＞ 

 

日頃よりラルシュ・かなの家への温かいお気持ちとお祈りをありがとうございます。 

4 月 2日、新「いぶき」の竣工式が行われました。すまいのメンバーは勿論、町内会の方々なども 

集まって下さいました。 

現在国際ラルシュでは「アウトリーチ」という事に力を入れ始めています。今までは「ラルシュに来て

ください」ということで、仲間が持っている賜物を伝えていくということが主であったようなところが

ありましたが、これからは積極的に外に出て行くということです。新しいいぶきも足久保の地域に積極

的に出て行き、色々な住民の方と関わっていくことが大切になってくると感じています。 

 

アウトリーチということで言うと、今年の 10 月 20 日（土）～21 日（日）に横浜市にある聖光学院

中学校高等学校で行われる「日本カトリック障害者連絡協議会・第 13回横浜全国大会」への参加とい

うことも大きな一歩になると感じています。この大会は全国から色々な障害の方が参加します。大会で

は 2年前に相模原で起きた障害者施設殺傷事件と、底に流れている優生思想にキリスト者としてどう対

峙していくかというのがテーマとなっています。この大会にラルシュかなの家として（主にすまいのメ

ンバーが中心になると思われますが）参加し、出会いを深めていくということが大きな目的としてあり

ます。現在これを読んでくださっている皆様も是非ご参加（申込書が別にあります、横井までお問い合

わせください）いただき、一緒に交わりを深められたらと心から願っています。 

 

新しいいぶきは無事完成しましたが、2009年

に建ったつどいは徐々に痛みが出てきています。

行政からの支援費などは年々減らされ、法人全

体の経営は厳しいというのが正直なところです。 

皆様のご厚意は私たちにとって大きな力となり

ます。 

変わらぬご支援をなにとぞよろしくお願いし申

し上げます。 

 

【会計報告】                        

201７年度寄付収入 7,807,296 円  

うち建設用 3,044,000 円 

2018年度寄附収入  70,000 円 （201８年 4月 1日～5月 23日現在） 

（お願い） 

この「かなの家便り」に付いている払込票は、石けん代金振込み用には使用する事が出来ません。 

石けんご注文の際に、代金振込み用の払込票をお付けしますので、そちらをお使い頂ければ幸いです                       

※皆様からお寄せいただくご寄付等は、税法上寄付控除の対象となります。 

（横井・よこい） 

なかまの皆さんの“ありがとう”の言葉はとてもうれしいです。         

             ― 東京都世田谷区  ○○ 明子 様 －   （2019.2.1） 

 



 

    

                        

 

 

 
編集；垣原愛実 林健二  発行；社会福祉法人ラルシュかなの家  

201７年 12月５日からご寄付下さった方・献品して下さった方 

（201７年１２月５日～201８年５月２３日現在。敬称を略させていただきました） 

（個人の方） 

飛田益美、山屋美枝子、鈴木直子、山森章二、國分美知子、武井志津子、ジェフリー・メンセンディーク 

宮崎光、三輪玲子、藤三枝子、高倉櫻子、高井紀栄、鹿倉桃子、渡辺智子、水野寿美代、芳賀直哉 

小池健治、佐藤操子、横田知恵子、松浦由佳子、原田光、押野忍、清水紀代子、勝本正之、池村久美子 

松村清子、御前ザビエル、堀川絵津子、齋藤斉、中島教子、塚本宏子、平岩伸夫、村本徹也、石割隆 

長谷部和夫、小島敏夫、佐藤ゆり、伊澤喜代子、平野昭子、戸舘亜輝男、金野由之、石原つや子 

平栗彰、山田哲史、鈴木あき子、見平隆・侑實子、松永修、伊藤海子、古戸義雄、武井陽一、南八枝子 

植山利彦、Ｒ・ディーターズ、石神衣子、岡本みどり、大井靖子、浅野一恵、堀口裕介、神澤光江、 

岩城文子、平岩美佐子、今津房子、平松恭子、ベリオン・ルイ、中富文雄、今林正子、北村喜子、 

佐野和子、寺田淳子、三輪直子、田浦隆、濱本義信・緑、井口秀男、高橋あかね、新井明子、武井久子 

長野楽・きみゑ、浩二、宇佐記幸、石原晶世、桂正枝、長岡隆・檀、生駒懋・育子、岡橋慶治 

西村喜美、佐藤仁彦、小野田真吾、大田秀子、内海眞、田島叔子、横田知恵子、藤田芳文、増田とき枝 

加倉井規子、内倉春子、菅純恵、増井勝男、小岩井正子 

匿名１９ 

（団体） 

援助修道会市谷修道院、ドミニコ会聖ヨゼフ修道院、カトリック菊名教会、援助修道会修練院 

カトリック鍛冶ヶ谷教会、ラファエラ会増澤須美子、ベルフォーラム、静岡県教育会館親和会 

カトリック静岡教会、カトリック二俣川教会、幼きイエス会管区本部、愛徳幼稚園（垂水区） 

神陵台愛徳幼稚園、カルメル会修道院、藤枝カトリック教会、医療法人中沢皮膚科、浜松聖書集会 

上智大学カトリック学生の会、カトリック保土ヶ谷教会、カトリック由比ガ浜教会福祉委員会 

カトリック徳田教会、カトリック三島教会、カトリック磐田教会ブラジルグループ、 

カトリック小田原教会、栄光学園愛の運動委員会、山手カトリック教会・福祉委員会 

静岡雙葉学園母の会、静岡英和女学院中学校・高等学校、マリアの宣教者フランシスコ修道会（亘理） 

日本基督教団隠岐教会 

（献品）秋山豊（野菜）カトリック上田教会（生活雑貨）水野寿美代（果実）静岡英和学院大学（菓子） 

斉藤啓介（食品）小杉農園（果実）報徳佐野農園（食品）三輪直子（果実）清水祐介（食品） 

斉藤えり子（菓子）三輪直子（菓子） 

 

皆さま、本当にありがとうございました。漏れのある方、匿名希望の方がおられましたら、お手数です

がどうぞご連絡下さいませ。 

 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５  TEL ０５４－２０６－０８３０  FAX ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAILlarchekana@s9.dion.ne.jp  WEBhttps://larchejapankana.localinfo.jp/ 

             ブログ;larchekananoie.blog.fc2.com 

振 込 口 座 0 0 8 2 0 -４ - 1 5 3 3 2 5    ラルシュ かなの家 

0 0 8 2 0 - 8 - 1 5 3 0 0 8   かなせっけん  （せっけん等 代 金 お支 払 い用 振 込 ）  

mailto:larchekana@s9.dion.ne.jp
https://larchejapankana.localinfo.jp/
https://larchejapankana.localinfo.jp/


                                             

 

かなせっけん注文書（最新版 ご注文はこの用紙をお使いください）  2018 年 6 月～ 
                   

                             

 

お 

客

様 

フリガナ  お客様番号  

お 名 前  
電話  

FAX  

ご 住 所 
〒 

  
e-mail (任意)： 

● お支払い方法・・ご注文時にご希望のお支払い方法に ☑ を入れてください。 

□ 郵 便 振 込 み  
商品同封の「払込取扱票」（口座番号 00820－8－153008）をお使い下さい。

お支払いは品物到着後 2 週間以内でお願いします。 

□ 代 金 引 換 商品お届け時の代引き手数料は 300 円（税抜）です。 

                  

 

kananoie.shop-pro.jp  ネットショップもご利用ください。 

●  洗濯用 価 格 数  ● ヘアケア用品など 価 格 数 

粉せっけん   無香料      ３kg  820 円   せっけんシャンプー      400ml 520 円  

〃     かおり      ３kg  840 円   〃        つめかえ  1000ml 1020 円  

〃     無香料      １kg   310 円   せっけん用リンス       400ml 520 円  

〃     かおり      １kg   320 円   〃      つめかえ 1000ml 1020 円  

〃         無香料     10kg  2430 円   ボディソープ        400ml 520 円  

〃       かおり    10kg  2530 円   〃         つめかえ 1000ml 1020 円  

  洗濯機クリーナー 520 円   ● 純正エッセンシャル・オイル    中央香料（株） 製造   

漂白剤（酸素系）         500ｇ 520 円   ラベンダーオイル         ５ml 800 円  

    ペパーミントオイル       ５ml 700 円  

●  洗面、入浴、小物洗いなど    ローズマリーオイル        ５ml 600 円  

固形せっけん「純」   ４コ入り 450 円      

〃          １コ入り 150 円   ●   キッチン用   

麦飯石（ﾊﾞｸﾊﾝｾｷ）石鹸 １コ入り 440 円   液体せっけん ボトル  600ml 370 円  

オリ－ブせっけん 
    1 コ入り 

レバノン産 

バージンオイル 
500 円   〃      詰め替え 600ml 320 円  

ハ－ブせっけん 
   1 コ入り 

よもぎ 191 円   〃          徳用     ５㍑ 2000 円  

ラベンダー 191 円   半固形せっけん 容器入   400ｇ  300 円  

緑茶 191 円   〃     つめかえ   400ｇ 270 円  

● 薬用ナチュラルクリームなど     

「望」クリーム・びわ配合 150ｇ  3500 円   ● 無農薬茶（静岡県産） ｛ 自然栽培 ｝ 

 マザーシロップ・自然      １kg 1800 円   初芽（やぶきた）      100ｇ 1300 円  

 マザーソルト・自然の塩   500ｇ 700 円   新商品！  荒茶八十八夜   100ｇ 1000 円  

    濃厚な味わいに、深い青みのある香りをお楽しみください。 

    もえぎ（やぶきた）    100ｇ 800 円  

● 自然食愛好家のための歯磨き    ひざし（ 〃一茶十二茶） 100ｇ 600 円  

デンシー  なすび黒焼き（炭）配合 
454 円 

  番茶（秋冬番茶）     200ｇ 600 円  

       ラミネートチューブ入り   ほうじ茶（秋冬番茶）   200ｇ 700 円  

     パウダー茶いぶき      ５０ｇ 500 円  

● 無添加、天然醸造、大豆丸ごと（中国産）使用   新商品！杉本園の国産紅茶  ５０ｇ 600 円  

かなの家味噌       1ｋｇ 820 円   品種（べにふうき） 柔らかな甘みが口に広がります。 

●  お申し込み・お問い合わせ先       

〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田 534-3     かなせっけん発送所 

TEL 054-296-1116 FAX 054-296-6433   e-mail : madoi_wisdoｍ＠yahoo.co.jp 

ご注文日  年 月 日 

価格はすべて税抜きです。  価格 ＋税で ご計算ください。 

FAX054‐296‐6433 ＴＥＬ054‐296‐1116 

名
古
屋
市
中
央
区
丸
の
内
３-

６-

４
３ 
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ 

定
価
一
〇
〇
円 

ＡＪＵ  ラルシュ・かなの家  低料第三種郵便承認  2018/6/19 

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日

（
毎
週
火
曜
日

） 

増
刊

Ａ
Ｊ
Ｕ 

第
１
３
０
７
２
号 

昭
和
五
十
四
年
八
月
一
日 

低
料
第
三
種
郵
便
物
承
認 


